
多賀町立博物館「アケボノゾウ」
発見の歴史

多賀町立博物館ガイド

1993年２月 ＜アケボノゾウの化石発見＞
びわこ東部中核工業団地開発時、偶然、
寛骨（おしりの骨）、左切歯の一部が見つ
かる。

1993年3月
全身の骨が産出



1993年4月
臼歯の植立した下顎骨が産出
右前あしは小さな骨までつながった完

璧な状態で産出した
老いた象らしいという事もわかった

1993年4月～1994年
化石クリーニング
1995年～1996年
レプリカから全身復元骨格を制作



1997年
完成
1999年3月
多賀町博物館開館
2022年3月15日
アケボノゾウ化石多賀標本が国の天
然記念物に指定
今も発掘調査をしている



【それは、このひとこと
から始まった】

1993 3/5 夕方









やっぱりゾウの牙だった

1993 3/5 夕方





【牙を集める】

1993 3/6





【現場を確認、取り合えず
掘ってみよう】

1993 3/7夜～3/8早朝





【鹿の化石で徹夜～シカタ
ないか】

1993 3/7 夜～3/8 早朝





【ゾウはどこへ行った？
シカ では終われない】

1993 3/8





【ついに2本目が出たぞ、
2度目の徹夜】

1993 3/10～3/11朝





【次々に骨が見えてくる、
もう限界だ】

1993 3/11 午後









5問正解して商品をゲットしよう❕



❶ 1993年多賀町で発見された「アケボノゾウ」の化石は2022年3月に国の
天然記念物に指定されました。陸上大型ほ乳類化石としては国内初です
が、先に大型動物化石として天然記念物に指定されたのはどれです
か ？

① ムカシマンモスゾウ

② 恐竜

③ ナウマンゾウ



❷ 日本の象の化石で、産出地域数が一番多いのは、ナウマンゾウです。その次
がアケボノゾウです。アケボノゾウは象の進化の歴史の中で古い種類の象と考え
られていたため、夜明けを意味する「あけぼの」から名付けられたと言われていま
す。さて、ナウマンゾウの名前の由来は何でしょう ？

① ナウマンゾウはナウマン層という地層から見つかった。

② 長野県上水内郡信濃町奈羽間（なうま）で見つかった。

③ 化石研究者のナウマンという人からとられた。



➌ 人間の骨の数は大体206と言われています。成長と共に骨同士がくっつ
いて減ると言われます。さて、象の骨の数はいくつでしょう ?

象の種類によって変わります。

① 326～351

② 212～243

③ 421～440



❹ 化石から過去にはたくさんの種類の象が地球にいましたが、現在はアフリ
カゾウ、アジアゾウともう一種類の象が生息しています。何というでしょう ？

① ダンボゾウ（ディズニーのアニメの主人公の名はここからとられた）

② マルミミゾウ（森林に多く住む）

③ イマミタゾウ（人間を見ると興奮して襲ってくる）



❺ 多賀町の東側は鈴鹿山脈が南北にはしり、国の特別天然記念物の「カモシ
カ」が生息しています。「カモシカ」は何科の動物でしょう ？

① うし科

② しか科

③ うま科



アクセス

電車の場合

近江鉄道 多賀大社前下車 徒歩25分

JR琵琶湖線（東海道線）「彦根駅」乗り換え 近江鉄道「彦根駅」から

「高宮駅」経て「多賀大社前駅」へ

バスの場合

JR琵琶湖線（東海道線）「彦根駅」下車の後、西口から湖国バス3番乗り場

「工業団地経由多賀町役場行に乗車、「あけぼのパーク多賀」下車（乗車約20
分）

自動車の場合

名神高速道路 彦根ICから国道306号線を八日市方面へ約5Km,多賀北交差点を東
へ左折（10分）





終 了

ご清聴ありがとうございました。


